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同　
　
　

団
員　

菊き
く
ち地　

雅ま
さ
み巳

第
28
分
団
分
団
長　

谷や

た

べ

田
部
由よ

し
の
り則

　

同
副
分　

団
長　

黒く
ろ
さ
わ沢　

昭あ
き
ひ
こ彦

　

同　
　
　

部
長　

高た
か
に
わ庭　

　

巧
た
く
み

　

同　
　
　

団
員　

岩い
わ
せ瀬　

隆た
か
ゆ
き之

　

同　
　
　

団
員　

杉す
ぎ
や
ま山　

幸ゆ
き
お男

第
29
分
団
分
団
長　

山や
ま
し
た下　

　

篤
あ
つ
し

　

同　

副
分
団
長　

稲い
な
ば葉　

健け
ん
じ司

　

同　
　
　

部
長　

稲い
な
ば葉　

正ま
さ
ひ
こ彦

　

同　
　
　

班
長　

笠か
さ
く
ら倉　

和か
ず
ひ
こ彦

　

同　
　
　

団
員　

稲い
な
ば葉　

正ま
さ
の
り典

第
30
分
団
分
団
長　

斉さ
い
と
う藤　

勝か
つ
ひ
ろ裕

　

同　
　
　

部
長　

青あ
お
き木　

　

努
つ
と
む

　

同　
　
　

班
長　

豊と
よ
し
ま島　

一か
ず
ひ
こ彦

　

同　
　
　

班
長　

宮み
や
も
と本　

久ひ
さ
し司

　

同　
　
　

団
員　

市い
ち
つ
か塚　

　

薫
か
お
る

　

同　
　
　

団
員　

斉さ
い
と
う藤　

佳け
い
い
ち一

第
31
分
団
副
分
団
長
風か

ぜ
の野　

英ひ
で
と
し俊

　

同　
　
　

部
長　

風か
ぜ
の野　

和か
ず
み視

　

同　
　
　

班
長　

鈴す
ず
き木　

良
り
ょ
う
い
ち一

　

同　
　
　

班
長　

笠か
さ
の野　

幹み
き
お夫

　

同　
　
　

団
員　

山や
ま
な
か中　

　

尚
ひ
さ
し

　

同　
　
　

団
員　

大お
お
し
ま島　

　

豊
ゆ
た
か

第
32
分
団
分
団
長　

西に
し
む
ら村　

一ひ
と
し志

　

同　

副
分
団
長　

鈴す
ず
き木　

　

豊
ゆ
た
か

　

同　
　
　

部
長　

大お
お
は
た畑　

　

進
す
す
む

第
33
分
団
分
団
長　

岩い
わ
ぶ
ち渕　

　

豊
ゆ
た
か

　

同　
　
　

部
長　

岩い
わ
ぶ
ち渕　

卓た
か
し士

第
34
分
団
分
団
長　

石い
し
つ
か塚　

恵け
い
い
ち一

　

同　

副
分
団
長　

入い
り
え江　

欽き
ん
い
ち一

第
35
分
団
分
団
長　

宮み
や
や
ま山　

幸ゆ
き
お男

　

同　

副
分
団
長　

小こ

く

ぼ

久
保
利と

し
い
ち市

　

同　
　
　

部
長　

中な
か
む
ら村　

正ま
さ
の
り則

　

同　
　
　

班
長　

久く

ぼ保　

裕ひ
ろ
ゆ
き行

　

同　
　
　

団
員　

吉よ
し
だ田　

喜よ
し
あ
き明

【
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
方
】

入
野
本
田
区
長　
　

雨あ
ま
が
い谷　

邦く
に
ひ
ろ博

亀
岡
区
長　
　
　
　

中な
か
は
ら原　

嘉よ
し
あ
き昭

亀
岡
地
区
（
地
主
）
友と

も
つ
ね常　

　

俊と
し

福
崎
区
長　
　
　
　

小こ
ま
つ
ざ
き

松
崎　

節
た
か
し

福
崎
地
区
（
地
主
）
小こ

ま
つ
ざ
き

松
崎　

勝
ま
さ
る

◆
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　

消
防
本
部
消
防
長
表
彰
◆

【
優
良
分
団
】

第
13
分
団
、
第
18
分
団
、
第
26
分

団◆
消
防
団
長
表
彰
◆

【
優
秀
分
団
】

第
17
分
団

【
定
期
点
検
優
良
分
団
】

第
9
分
団
、
第
6
分
団
、
第
15
分

団
、
第
17
分
団

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
◆

【
永
年
勤
続
功
労
章
】　　

団
本
部　

副
団
長　

中な
か
い井　

良り
ょ
う
じ治

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
◆

 

【
功
績
章
】　　
　
　

団
本
部　

本
部
員　

穐あ
き
や
ま山　

與よ
い
ち市

◆
茨
城
県
知
事
表
彰
◆

【
永
年
勤
続
功
労
章
】（
勤
続
30
年
）

団
本
部　

副
団
長　

安や
す
だ田　

孝こ
う
い
ち一

【
永
年
勤
続
功
労
章
】（
勤
続
20
年
）

団
本
部
副
団
長　

羽は

の

し

ま

野
島　

幸ゆ
き
お雄

第
7
分
団
分
団
長　

坪つ
ぼ
い井　

一か
ず
は
る春

第
26
分
団
分
団
長　

近こ
ん
ど
う藤　

英え
い
じ司

　

同　

副
分
団
長　

石い
し
だ田　

博ひ
ろ
ゆ
き之

◆
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰
◆

【
永
年
勤
続
功
労
章
】（
勤
続
30
年
）

団
本
部　

副
団
長　

安や
す
だ田　

孝こ
う
い
ち一

【
功
労
章
】（
勤
続
10
年
）

第
22
分
団
分
団
長　

長な
が
し
ま島　

芳よ
し
か
ず和

第
18
分
団　

班
長　

池い
け
だ田　

克か
つ
や也

　

同　
　
　

団
員　

島し
ま
だ田　

典の
り
あ
き晃

第
19
分
団　

班
長　

宮み
や
も
と本　

　

忍
し
の
ぶ

　

同　
　
　

班
長　

尾お

み見　

一か
ず
ひ
ろ博

第
20
分
団　

部
長　

皆み
な
が
わ川　

尚た
か
ひ
ろ洋

　

同　
　
　

団
員　

松ま
つ
も
と本　

茂し
げ
か
ず一

第
22
分
団
副
分
団
長
岡お

か
も
と本　

英ひ
で
お雄

　

同　
　
　

部
長　

中な
か
が
わ川　

康や
す
し司

　

同　
　
　

班
長　

飛ひ
ざ
わ澤　

　

洋
ひ
ろ
し

第
26
分
団　

班
長　

高た
か
は
ま浜　

一か
ず
の
り紀

第
30
分
団　

部
長　

青あ
お
き木　

　

努
つ
と
む

第
31
分
団
副
分
団
長
風か

ぜ
の野　

英ひ
で
と
し俊

【
永
年
勤
続
団
員
妻
女
表
彰
】

（
勤
続
30
年
以
上
団
員
の
妻
）

団
本
部
副
団
長　

安や
す
だ田

孝こ
う
い
ち一

氏
の

妻
女　

安や
す
だ田

み
つ
江え

【
優
良
分
団
表
彰
及
び
竿か

ん
と
う
じ
ゅ

頭
綬
受

　

賞
分
団
】

第
22
分
団 

◆
市
長
表
彰
◆

【
勤
続
章
】（
10
年
以
上
）

団
本
部　

本
部
員　

金か
ね
こ子　

隆た
か
ひ
こ彦

第
1
分
団　

班
長　

大お
お
や
ま山　

　

茂
し
げ
る

　

同　
　
　

班
長　

中な
か
の野　

浩ひ
ろ
の
り徳

第
2
分
団　

団
員　

平ひ
ら
い
で出　

孝た
か
し志

第
3
分
団　

班
長　

鈴す
ず
き木　

輝て
る
い
ち一

　

同　
　
　

班
長　

佐さ
と
う藤　

良よ
し
ゆ
き之

　

同　
　
　

団
員　

広ひ
ろ
さ
わ沢　

克か
つ
ひ
こ彦

第
4
分
団　

班
長　

萩は
ぎ
わ
ら原　

 

久
ひ
さ
し

　

同　
　
　

団
員　

秋あ
き
や
ま山　

昌ま
さ
ゆ
き之

第
5
分
団　

班
長　

荒あ
ら
き木　

孝こ
う
い
ち一

第
6
分
団　

班
長　

笹さ
さ
ぐ
ち口　

芳よ
し
お男

第
7
分
団　

団
員　

伊い
ざ
わ澤　

義よ
し
ゆ
き幸

第
8
分
団　

部
長　

勝か
つ
た田　

　

晃
あ
き
ら

　

同　
　
　

班
長　

上う
え
の野　

健け
ん
い
ち一

第
9
分
団　

団
員　

若わ
か
い
ろ色　

博ひ
ろ
あ
き明

　

同　
　
　

団
員　

蛯え
び
は
ら原　

瑞み
ず
お雄

第
10
分
団　

班
長　

大お
お
く
ぼ窪　

一か
ず
ゆ
き之

第
11
分
団　

班
長　

高た
か
ま
つ松　

雄ゆ
う
じ二

　

同　
　
　

班
長　

堀ほ
り　

　

政ま
さ
ひ
ろ洋

第
12
分
団　

団
員　

塚つ
か
だ田　

　

勝
ま
さ
る

　

同　
　
　

団
員　

市い
ち
む
ら村　

昌ま
さ
ふ
み文

第
13
分
団　

団
員　

杉す
ぎ
や
ま山　

光み
つ
お夫

　

同　
　
　

団
員　

田た
や
ま山　

彰あ
き
の
り典

第
14
分
団　

班
長　

藤ふ
じ
た田　

文ふ
み
お男

第
15
分
団
副
分
団
長
中な

か
は
ら原　

　

昭
あ
き
ら

　

同　
　
　

部
長　

芦あ
し
ざ
わ澤　

　

隆
た
か
し

　

同　
　
　

班
長　

仁に
へ
い平　

好よ
し
の
り典

　

同　
　
　

班
長　

鈴す
ず
き木　

健け
ん
い
ち一

第
16
分
団
副
分
団
長
大お

お
や
ま山　

芳よ
し
ゆ
き幸

第
17
分
団　

班
長　

上う
え
の野　

計か
ず
お夫

　

同　
　
　

団
員　

古こ
む
ろ室　

裕ゆ
う
い
ち一

第
21
分
団
分
団
長　

舘た
て
の野　

淳
じ
ゅ
ん
い
ち一

第
23
分
団　

班
長　

増ま
す
ぶ
ち渕　

 

崇
た
か
し

　

同　
　
　

団
員　

桜さ
く
ら
い井　

喜よ
し
み美

　

同　
　
　

団
員　

栗く
り
は
ら原　

崇た
か
お夫

　

同　
　
　

団
員　

飯い
い
じ
ま島　

孝た
か
の
り典

第
25
分
団
副
分
団
長　

枝え
だ　

紀の
り
ゆ
き之

　

同　
　
　

部
長　

小こ
ま
つ
も
と

松
本　

亘
わ
た
る

　

同　
　
　

班
長　

塚つ
か
だ田　

正ま
さ
あ
き明

第
26
分
団　

部
長　

竹た
け
な
か中　

正ま
さ
と
し利

　

同　
　
　

班
長　

高た
か
は
ま浜　

一か
ず
の
り紀

　

同　
　
　

団
員　

上う
え
の野　

悦え
つ
お男

第
27
分
団　

班
長　

平ひ
ら
い井　

直な
お
と人

　

同　
　
　

団
員　

高た
か
は
し橋　

良よ
し
ゆ
き之

　

合
併
後
、
初
め
て
の
記
念
す
べ
き
桜
川
市
消
防
団
出
初
式
が
、
1
月
9

日
（
月
）
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
市
消
防
団
・
消
防
署
な
ど
関
係

者
５
７
７
人
と
ポ
ン
プ
車
な
ど
39
台
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
中
田
市
長
の
式
辞
の
後
、
永
年
勤
続
章
な
ど
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
責
任
感
を
持
っ
て
献
身
的
な
活
躍
を
し
て
き
た
消
防
団
員
を
称
え

ま
し
た
。
終
了
後
、
勇
壮
な
分
列
行
進
と
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
勤
続
章
な
ど
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

無
火
災
、
無
災
害
の
決
意
も
新
た
に

　

桜
川
市
消
防
団
出
初
式

消防関係者577人、車両39台による堂々たる分列行進が行われました。寒さも吹き飛ばすくらい勇壮に一斉放水が行われました。

空
気
の
乾
燥
と
強
風
で
被
害
が

大
き
く
な
り
や
す
い

　

3
月
1
日
〜
7
日
ま
で
、
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
春
は
降
水
量
が
少
な
く
、

空
気
が
乾
燥
し
て
お
り
、
強
風

が
吹
く
と
い
っ
た
気
象
条
件
の

た
め
、
火
災
が
発
生
し
た
と
き

の
被
害
が
大
き
く
な
り
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
、
全
国
で
春
の
時

期
（
3
月
〜
5
月
）
に
発
生
し

た
火
災
件
数
は
１
７
，
１
３
７

件
で
、
年
間
発
生
件
数
の
28 

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

筑
西
広
域
管
内
で
も
、
発
生
件

数
が
36
件
で
、
全
体
の
34
％
を

占
め
て
い
ま
す
。こ
の
時
期
は
、

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
屋
外
で

の
活
動
が
増
え
る
こ
と
も
あ

り
、
住
宅
だ
け
で
な
く
、
林
野

火
災
が
最
も
多
く
な
る
時
期
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
は
日
常
の
中

も
う
一
度
、
防
火
の
確
認
を

　
「
ま
さ
か
、
う
ち
が
火
事
に

な
る
な
ん
て
。」
不
幸
に
も
家

族
を
亡
く
し
た
り
、
家
を
失
っ
た

り
し
た
人
た
ち
は
、
口
を
そ
ろ
え

て
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
出
火
原
因
を
見
て
み

る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
タ
バ

コ
や
た
き
火
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
の

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

火
災
に
「
ま
さ
か
」
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
う
一
度
、「
寝
た
ば
こ

は
し
な
い
」「
揚
げ
物
の
と
き
に

は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
」「
ス

ト
ー
ブ
の
付
近
に
干
し
物
を
し
な

い
」
な
ど
、
防
火
の
基
本
を
実
行

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動　

３
月
１
日
〜
７
日

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
火
に
も
気
を
つ
け
て
。

住まいの中の危険をチェック!
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市民税・県民税申告相談日程

■ 市税の納付は便利な口座振替で！ ■

　市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税の市税は、口座振替による納付ができます。口座

振替は、指定された口座から自動的に振り替えられますので、金融機関に行く手間や納め忘れが無く大変

便利です。

　手続きは、市内の預貯金口座をお持ちの金融機関（日本郵政公社を含む。）へ、「市税等口座振替依頼書」

を提出してください。手続きには、通帳と届出印が必要です。　なお口座振替の手続きには２ヶ月ほどか

かります。その間は納付書で納税してください。

問合先　桜川市役所大和庁舎　税務課収納管理室（☎0296-58-5111/内線1125・1126・1127）

申
告
の
必
要
な
方

　平成18年度の市民税・県民税の申告相談は、2月16日（木）～3月15日（水）までの土・日曜日を除いた1ヶ

月間、大和・岩瀬・真壁の各庁舎で例年どおり行います。なお、3月12日（日）は、休日ですが申告相談を行

います。申告相談の待ち時間を少なくするため、左記表のとおり対象地区を指定しましたので、ご理解とご協

力をお願いいたします。

　市民税・県民税の申告は、平成17年1月1日～12月31日までの所得を申告するもので、これは平成18年度の

市民税・県民税や国民健康保険税・介護保険料などの課税資料となります。申告をされないと県営・市営住宅

の入居、児童手当、保育園・幼稚園の入園などに必要な所得証明書などが発行できませんので、必ず3月15日

（水）までに申告してください。

　市民税・県民税の申告書は発送いたしませんので、事前に必要な方は市役所大和・岩瀬・真壁庁舎の税務課

までご連絡ください。

　なお、所得税(確定申告)および消費税(個人事業者)の申告相談は、JR水戸線下館駅北口『スピカ』6階で行

っております。

①
印
鑑
（
認
印
で
結
構
で
す
。）
を
持
っ
て
い

ま
す
か
？                       

②
事
業
（
農
業
、
商
業
、
工
業
な
ど
）・
不
動

産
（
地
代
、家
賃
な
ど
）・
譲
渡
（
土
地
な
ど
）

所
得
の
あ
る
方
は
、
収
支
内
訳
書
や
売
買
契

約
書
を
作
成
し
て
あ
り
ま
す
か
？

③
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
、
源
泉
徴
収
票
（
原

本
）
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
？

④
年
金
所
得
（
雑
所
得
な
ど
）
の
あ
る
方
は
、

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
ま
た
は
支
払
明
細
書

　

を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
？

⑤
諸
控
除
を
受
け
る
方
は
、国
民
健
康
保
険
税
・

国
民
年
金
・
生
命
保
険
・
介
護
保
険
・
損
害

保
険
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
か
？

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
病
院
な
ど
の

領
収
書
（
レ
シ
ー
ト
で
も
可
）・
保
険
な
ど

で
補ほ

て
ん填

さ
れ
た
金
額
の
明
細
書
を
用
意
し
て

あ
り
ま
す
か
？

⑦
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
方
は
、
登
記
簿
謄

本
・
住
民
票
・
売
買
契
約
書
の
写
し
（
ま
た

は
、
請
負
金
額
の
写
し
）・
年
末
残
高
等
証

明
書
・
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
）・
建
築
確

認
通
知
書
等
写
し
（
増
改
築
の
場
合
）
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
か
？

市
民
税
・
県
民
税

市民税・県民税の申告を忘れずに! 
２月16日（木）　３月15日（水）

※３月12日（日）を除いた、土･日曜日はお休みとなります。

　

平
成
18
年
1
月
1
日
現
在
、
桜
川
市
に
住
ん

で
い
て
、
平
成
17
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
次

の
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
方

①
事
業
所
得
（
農
業
・
営
業
な
ど
）
の
あ
っ
た

方
②
不
動
産
・
配
当
・
利
子
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

た
方

③
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た

方
④
給
与
所
得
の
み
で
平
成
17
年
中
に
退
職
ま
た

は
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

⑤
公
的
年
金
所
得
の
み
で
所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
る
方
、
社
会
保
険
庁
な
ど
に
申
告

し
た
以
外
の
諸
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
、　

ま
た
は
公
的
年
金
以
外
に
所
得
が
あ

っ
た
方

⑥
生
命
保
険
・
郵
便
局
な
ど
保
険
契
約
に
基
づ

く
一
時
所
得
の
あ
っ
た
方

⑦
土
地
・
家
屋
等
の
資
産
譲
渡
の
あ
っ
た
方

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
し

た
方

②
給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か
ら
「
給
与
支
払

報
告
書
」
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

③
公
的
年
金
所
得
の
み
で
所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
な
い
方
で
「
公
的
年
金
支
払
報
告

書
」
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

申告相談に関するお問い合わせは

桜川市役所大和庁舎　税務課市民税第一係（☎0296-58-5111/内線1121・1122）

お
出
か
け
前
に

申
告
に
必
要
な
も
の
を

要
チ
ェ
ッ
ク
！

会場　大和地区：大和中央公民館2階会議室／岩瀬地区：岩瀬庁舎（前庁舎）2階会議室／真壁地区：真壁庁

舎1階会議室

時間　午前 9:00～12:00／午後 1:00～4:00　※3月12日（日）を除いた、土・日曜日はお休みとなります。

申告相談受付日
大和地区 岩瀬地区 真壁地区

午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

２　
　
　

月

１６（木）本　木 本　木 西小塙１・２ 西小塙２・３ 下小幡 桜　井

１７（金）大曽根 大曽根 加茂部１・２
高幡、今泉、
木植

長　岡 長岡、原方

２０（月）東飯田、西方 東飯田、西方
猿田、曽根、
松田

東友部、駅前 上小幡 白　井

２１（火）阿部田 阿部田 西友部、上城
稲荷橋、谷中、
水戸

羽　鳥 北椎尾

２２（水）羽　田 羽　田
青柳、磯部、
稲

西　区 東山田
南椎尾（南･椎
尾山･県営アパ
ート･柴尾団地）

２３（木）　宮 木　崎 東区1・2・3 御領、明日香
南椎尾（福田･
遠西）

酒　寄

２４（金）前　原 金　敷 元岩瀬 元岩瀬 上谷貝 細芝、大塚新田

２７（月）中丸木 福　泉 桜川、富士見台 大岡、常磐町 東矢貝 下谷貝

２８（火）
高久、中根、
鷲宿

高久、中根、
鷲宿

犬　田
長方南、長方北、
中泉

伊佐々、田（鍋
屋）

塙　世

３　
　
　

月

１（水）青木、高森 青木、高森
上の原、下泉、
堤上

本　郷 山　尾 亀　熊

２（木）

市内全域の未済者
（この期間は、大変混み合いま
す。できるだけ地区指定日に
申告されますようお願いいた
します。）

西飯岡、飯渕 大　泉

上宿、下宿、川
原町、高上町、
大和町、仲町、
新宿、田（山口）

古城、田（金井）

３（金） 鍬　田 久原、富岡 飯　塚 源法寺、須津賀

６（月） 富谷、中里 富谷、中里

真壁地区の未済者
（この期間は、大変混み合いま
す。できるだけ地区指定日に
申告されますようお願いいた
します。）

７（火）
入野本田、
門毛東

入野新田、
門毛西

８（水） 南飯田、間中 南飯田、間中

９（木） 平沢、坂本 池亀、山口

１０（金） 福崎、亀岡 大月、小塩

１２（日） 岩瀬地区の未済者
（この期間は、大変混み合いま
す。できるだけ地区指定日に
申告されますようお願いいた
します。）

１３（月）

１４（火）

１５（水）

▲
▲

▲
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苅か

る

べ部
俊し

ゅ

ん

じ二
さ
ん
が

谷や

が

い貝
小
学
校
で

陸
上
競
技
の
実
技
指
導

〜
平
成
17
年
度
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
指
導
事
業
陸
上
教
室
〜

◆
瑞ず

い
ほ
う
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

宝
小
授
章【
地
方
自
治
功
労
】

　

元 

茨
城
県
西
地
方
総
合
事
務
所
長

　

皆み
な
か
わ川　

曼
ひ
ろ
し

さ
ん

（
70
歳
・
羽
田
地
区
） 　

昭
和
35
年
に
茨
城
県
庁
に
入
庁

し
、
県
企
画
部
参
事
、
同
土
木
部

次
長
、
同
出
納
事
務
局
長
、
県
西

地
方
総
合
事
務
所
長
な
ど
を
歴

任
。
34
年
間
に
わ
た
り
地
方
自
治

一
筋
に
奉
職
さ
れ
今
回
の
栄
え
あ

る
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
今
回
の
受
章
は
、

職
場
に
お
い
て
上
司
や
同
僚
、
後

輩
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
妻
の
内
助

の
功
と
健
康
で
明
る
い
家
庭
に
恵

ま
れ
た
の
で
仕
事
に
専
念
で
き
ま

し
た
。」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

１
月
13
日
㈮
、
１
９
９
６
年
ア

ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〝
短
距

離
〞
4
×
４
０
０
ｍ
5
位
入
賞
・

２
０
０
０
年
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
４
０
０
ｍ
Ｈ

ハ
ー
ド
ル

準
決
勝
進
出

の
、
苅
部
俊
二
さ
ん
を
迎
え
て
、

谷
貝
小
学
校
（
真
壁
地
区
）
で
「
平

成
17
年
度
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ

い
指
導
事
業
陸
上
教
室
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
陸
上
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
と
と
も
に
運
動
し
指
導
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

の
陸
上
競
技
に
対
す
る
興
味
・
関

心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
運
動
の

楽
し
さ
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
わ
せ

る
事
を
目
的
に
、
文
部
科
学
省
・

㈶
日
本
体
育
協
会
主
催
で
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

　

児
童
達
か
ら
は
、「
テ
レ
ビ
で

し
か
見
た
こ
と
な
い
苅
部
先
生
が

近
く
で
指
導
し
て
く
れ
て
良
か
っ

た
。」「
体
育
の
授
業
で
は
気
づ
か

な
か
っ
た
た
く
さ
ん
の
事
が
勉
強

に
な
っ
た
。」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
33
年
に
結
城
市
立
結
城
小

学
校
教
諭
と
し
て
赴
任
し
、
平
成

8
年
に
下
館
市
立
下
館
小
学
校
長

で
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
学
校

勤
務
25
年
、
教
育
行
政
13
年
の
38

年
間
教
育
一
筋
に
奉
職
さ
れ
、
今

回
の
栄
え
あ
る
受
章
と
な
り
ま
し

た
。
同
氏
は
「
今
回
の
受
章
は
、

職
場
の
上
司
・
同
僚
・
後
輩
に
恵

ま
れ
た
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
受
章
に
恥

じ
な
い
よ
う
地
域
の
こ
ど
も
た
ち

に
遊
び
を
教
え
た
り
、
地
区
の
世

話
係
な
ど
を
し
て
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
。」
と
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

受章おめでとうございます
平成17年　秋の叙勲

子ども達は200ｍ走のリレーで、苅部さんと楽しく走りました。

苅
部
さ
ん
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
た
子
ど
も
達
の
目
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い

ま
し
た
。
目
指
せ
、
未
来
の
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
！

◆
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章【
教
育
功
労
】　

　

元　
公
立
小
学
校
校
長

　

藤ふ
じ
た田　

俊と
し
お夫

さ
ん

（
70
歳
・
犬
田
地
区
）
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ニュース＆トピックス

　県内の地域女性団体連絡会員約2,000人が参加し

て、水戸市県民文化センター行われた「茨城県地域

女性団体女性の集い」の席上で、入江良子さん（西

飯岡地区）が県知事から感謝状を贈られました。こ

れは同氏が、県地域女性団体連絡会理事や県健康を

守る会女性団体理事を務め、少子化対策・青少年育

成の支援事業や男女共同参画社会の早期実現のため

の運動に積極的に参加するなど、長年にわたり女性

の社会参加の促進と地位向上に貢献されたことが認

められたものです。同氏は、「ご協力をいただいた皆

さまに感謝申し上げ、後進に道を譲っていきたい。」

と述べていました。

入
い り え

江良
よ し こ

子さんが県知事表彰
長
年
、
女
性
の
社
会
参
加
の
促
進
と
地
位
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
た
入
江
良
子
さ
ん

岩瀬日大高等学校が全国高校剣道大会で優勝
日
本
大
学
附
属
校
全
国
剣
道
大
会
で
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
、
岩

瀬
日
大
高
等
学
校
男
子
剣
道
部
の
み
な
さ
ん

県中学新人体育大会バスケットボールで大和中学校が優勝
茨
城
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝
し

た
大
和
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
み
な
さ
ん

　東京武道館で開催された、「第19回山
や ま う ち き

内旗・倉
くらさわ

澤

杯争奪全国高校剣道大会」（主催：日本体育大学）に

おいて、岩瀬日大高等学校剣道部が男子団体の部で

見事優勝の栄冠に輝きました。大会には、関東・東北・

北信越・東海地区をはじめ各地区の国体選抜チーム

も参加。強豪147校がひしめき合うハイレベルな大

会になりました。同校は、国体選抜チームがベスト

４に１チームも残らないという展開のなか、決勝戦

で桐
とういん

蔭学園（神奈川県）を接戦の末破り優勝を飾り

ました。また、山形県蔵王市で開催された「日本大

学附属校全国剣道大会」に優勝するなど、数多くの

大会で好成績を収めています。同校の今後の活躍が

期待されます。

　龍
りゅ う が さ き し

ヶ崎市総合体育館で行われた、茨城県中学校新

人体育大会バスケットボールで大和中学校男子バス

ケットボール部が優勝の栄冠に輝きました。

　同校は、郡大会・県西地区大会を勝ち抜き県大会

に駒を進め、決勝戦で協
きょうわ

和中学校（筑西市）と対戦。

逆転に次ぐ逆転の白熱した試合は、同校が持ち前の

粘り強さを発揮。53対50の3点差で協和中の反撃を

しのぎ、見事県内の中学校の頂点に立ちました。

　部員のみなさんは、「目標は、茨城県中学校総合体

育大会に優勝して全国大会に出場することです。」と

力強く述べていました。今後の活躍が期待されます。

News & Topicsニュース＆トピックス
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募　

集

　
　
　

秘
書
広
報
課

　

市
で
は
、
市
政
に
つ
い
て
市
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
聴
き
し
、
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域

と
市
政
の
橋
渡
し
と
な
る
市
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
市
内
に
住
ん
で
い
る

20
歳
以
上
の
方

■
募
集
人
員
／
5
名

■
任
期
／
委
嘱
の
日
（
平
成
18
年

6
月
を
予
定
）
か
ら
平
成
19
年
3

月
31
日
ま
で
の
1
年
間

■
活
動
内
容
／
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
や
要
望
の
提
出
、
モ
ニ
タ
ー

会
議
（
年
2
回
程
度
）
へ
の
出
席

■
応
募
方
法
／
は
が
き
（
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
明
記
）
ま
た
は
電
話
で
お
願
い

致
し
ま
す
。

■
応
募
期
限
／
3
月
31
日
（
金
）

■
問
合
先
／
桜
川
市
秘
書
広
報
課

（
〒
３
０
９‒

１
２
９
３
桜
川
市
羽

田
１
０
２
３
・
☎
０
２
９
６‒

58‒

５
１
１
１
内
線
１
２
６
７
）

　

真
壁
郡
市
医
師
会
准
看
護
学
院

一
般
入
試
一
次
募
集

■
募
集
人
員
／
40
名

■
修
業
年
限
／
２
カ
年

■
受
験
資
格
／
中
学
校
卒
業
以
上

の
者

■
出
願
期
間
／
平
成
18
年
2
月
1

日
（
水
）
〜
10
日
（
金
）　
　
　

 

試
験
日
お
よ
び
試
験
科
目 　
　

・
平
成
18
年
2
月
17
日
（
金
）

　

国
語
、
数
学
、
作
文

・
平
成
18
年
2
月
19
日
（
日
）

　

面
接

■
試
験
場
／
真
壁
郡
市
医
師
会
准

看
護
学
院
（
筑
西
市
二
木
成
８
２

７‒

１
・
下
館
税
務
署
裏
）

■
資
料
請
求
・
問
合
先
／
真
壁
郡

市
医
師
会
准
看
護
学
院
募
集
要
項

係（
☎
０
２
９
６‒

22‒

７
７
０
２
）

　
　
　

  

県
西
地
方
総
合
事
務
所

　

茨
城
県
で
は
、
広
く
県
民
の
皆

さ
ん
の
ご
提
案
や
ご
意
見
を
組
織

的
・
継
続
的
に
お
聞
き
し
、
県
の

行
政
施
策
の
企
画
・
立
案
・
実
施

の
参
考
に
し
よ
う
と
、
平
成
18
年

度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
の
内
容                        

・
県
政
に
つ
い
て
自
由
な
意
見
や

　

提
案
を
通
信
用
紙
ま
た
は
電
子

　

メ
ー
ル
に
よ
り
提
出

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年

　

2
回
）

・
施
設
見
学
会
へ
の
参
加
（
年
1

　

回
）

※
各
県
政
モ
ニ
タ
ー
へ
は
，
県
民

グ
ラ
フ
誌
「
フ
ォ
ト
い
ば
ら
き
」

等
を
郵
送
し
ま
す
。

※
会
議
等
に
出
席
さ
れ
た
際
に

は
、
交
通
費
相
当
額
を
県
で
負
担

し
ま
す
が
、
意
見
の
提
出
や
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
協
力
に
対
す
る
謝

礼
は
有
り
ま
せ
ん
。

■
任
期
／
2
年
間
（
平
成
18
年
委

嘱
の
日
か
ら
平
成
20
年
3
月
末
日

迄
）

■
募
集
人
員
／
50
名　
　
　
　
　

応
募
資
格 

・
県
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上

　

の
方

・
公
務
員
、
地
方
公
共
団
体
の
議

　

会
の
議
員
で
な
い
方

・
国
、
市
町
村
の
モ
ニ
タ
ー
及
び

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
と

　

兼
務
に
な
ら
な
い
方

・
過
去
5
年
間
に
県
政
モ
ニ
タ
ー

　

を
経
験
し
て
い
な
い
方

■
選
考
／
応
募
用
紙
の
記
載
内
容

を
参
考
に
選
考
し
、
4
月
上
旬
ま

で
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
・
締
切
／
「
県
政
モ

ニ
タ
ー
応
募
用
紙
」
に
所
定
事
項

を
記
入
の
う
え
，
下
記
あ
て
に
郵

送
・
℻
・
電
子
メ
ー
ル
・
電
子
申

請
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切
／
2
月
28
日
（
火
）

当
日
消
印
有
効

■
応
募
先
／
〒
３
１
０‒

８
５
５

５
水
戸
市
笠
原
町
9
７
８‒

６
茨

城
県
広
報
広
聴
課
県
政
モ
ニ
タ
ー

担
当 

宛

℻:

０
２
９‒

３
０
１‒

２
１
６
８

／
Ｅ
メ
ー
ル:koho2@

pref.ibar
aki.lg.jp

■
問
合
先
／
茨
城
県
県
西
地
方
総

合
事
務
所
県
民
生
活
課
（
☎
０
２

９
６‒

24‒

２
２
１
１
／
内
線
２
１

１
）

　
　
　
　
　
　
　
　

秘
書
広
報
課 

２
月
の

　

納
税
・
保
険
料

固
定
資
産
税　
　

   　

４
期

国
民
健
康
保
険
税   　

８
期

介
護
保
険
料　
　

   　

６
期

納
期
限
： 

２
月
28
日
（
火
）

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単

で
便
利
な
納
付
方
法
と
し
て
、
口

座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

平
成
18
年
度　

県
政
モ
ニ
タ
ー

募
集

お
知
ら
せ

市
長
と
語
ろ
う
「
市
民
の
日
」

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
2
月
21
日（
火
）９
：
00

〜
16
：
00

■
場
所
／
桜
川
市
大
和
中
央
公
民

館■
問
合
先
／
桜
川
市
秘
書
広
報
課

（
☎
０
２
９
６‒

58‒

５
１
１
１
／

内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
3

月
30
日
（
木
）
真
壁
庁
舎
で
行
い

ま
す
。

（
財
）
茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金 

ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン

■
融
資
額
／
最
高
３
０
０
万 

（
労

金
会
員
の
方
は
、
５
０
０
万
円
ま

で
）
一
括
融
資
ま
た
は
分
割
融
資

■
返
済
期
間
／
15
年
以
内
、
在
学

中
の
元
金
返
済
据
置
き
も
で
き
ま

す
。

■
金
利
／
平
成
17
年
11
月
1
日
現

在
：
1
．
90
％
（
固
定
金
利
・
特

別
金
利
・
返
済
期
間
15
年
以
内
）、

保
証
料
は
個
人
負
担

■
保
証
／
茨
城
県
労
働
者
信
用
基

金
協
会
の
保
証

育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度 　

　

育
英
基
金
と
は
、
勤
労
者
の
教

育
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
茨

城
県
・
市
町
村
・
労
働
金
庫
が
出

資
し
て
つ
く
ら
れ
た
公
益
法
人
で

す
。

　

在
学
中
（
最
長
4
年
以
内
）
は
、

お
子
様
一
人
あ
た
り
１
０
０
万
円

（
一
世
帯
３
０
０
万
円
）
ま
で
の

融
資
に
対
し
、
年
1
％
の
利
子
補

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
先
／
労
働
金
庫
下
館
支
店

（
☎
０
２
９
６‒

24‒

５
２
２
１
）

　
　

 　
　

     

経
済
部
農
林
課 

　

意
欲
と
能
力
の
あ
る
農
家
の
経

営
規
模
を
拡
大
し
、
将
来
に
わ
た

っ
て
地
域
の
農
業
を
支
え
る
担
い

手
を
育
成
す
る
た
め
、
米
・
麦
・

大
豆
の
生
産
者
に
対
す
る
助
成
制

度
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
全
農
家
を
対
象
に

麦
・
大
豆
価
格
の
上
乗
せ
助
成
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
一

九
年
産
か
ら
は
、
対
象
者
を
担
い

手
に
限
定
し
た
制
度
に
変
わ
り
ま

す
。                              

対
象
者  

・
経
営
規
模
が
原
則
4
㌶
（
地
域

　

に
よ
っ
て
は
概
ね
2
．6
㌶
）

　

以
上
の
認
定
農
業
者

・
経
営
規
模
が
原
則
20
㌶
（
地
域

　

に
よ
っ
て
は
4
㌶
ま
で
緩
和
）

　

以
上
の
集
落
営
農
組
織      

助
成
内
容                           

・
麦
、
大
豆
の
過
去
の
生
産
実
績

　

や
当
該
年
の
数
量
等
に
基
づ
く

　

助
成

・
米
、
麦
、
大
豆
の
価
格
変
動
に

　

よ
る
収
入
減
を
補
て
ん
す
る
助

　

成

　

小
規
模
な
農
家
で
も
、
経
営
規

模
を
拡
大
し
た
り
、
集
落
営
農
組

織
の
一
員
と
な
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
経
済
部
農
林

課
農
政
係
（
☎
０
２
９
６‒

55‒

１

１
１
１
／
内
線
３
１
６
１
）

  

県
西
総
合
事
務
所
商
工
労
政
課 

　

茨
城
県
で
は
、
若
年
者
の
雇
用

問
題
対
策
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
就
職
が
困
難
な
中
高
年
の
離

職
者
の
方
々
に
対
し
て
も
、
き
め

細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
「
い

ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。                

サ
ー
ビ
ス
内
容
（
す
べ
て
無
料
）

・
職
業
紹
介
…
就
職
の
あ
っ
せ
ん

・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
け
ん
せ
い
…
若

　

者
の
仕
事
さ
が
し
の
お
手
伝
い

・
就
職
相
談
…
就
職
に
関
す
る
ア

　

ド
バ
イ
ス
な
ど

・
内
職
相
談
…
紹
介
、
あ
っ
せ
ん

・
職
業
適
性
診
断
…
求
職
者
の
興

　

味
、
関
心
、
志
向
な
ど
の
診
断

・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
…

　

就
職
に
関
す
る
悩
み
の
相
談
な

　

ど
■
相
談
時
間
／
平
日
9
：
00
〜
12

　

：
00
、
13
：
00
〜
16
：
00

■
開
設
場
所
（
問
合
先
）
／
筑
西

市
二
木
成
６
１
５　

筑
西
合
同
庁

舎
5
階
（
職
業
紹
介
：
☎
０
２
９

６‒

23‒

３
８
１
１
／
キ
ャ
リ
ア
カ

ン
セ
リ
ン
グ
：
☎
０
２
９
６‒

22‒

０
０
９
０
／
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
け
ん

せ
い
：
☎
０
２
９
６‒

22‒

０
１
６

３
）

　
　
　
　

  

教
育
委
員
会
文
化
課 

■
日
時
／
2
月
12
日
（
日
）
9
：

00
開
場
、
９
：
30
開
演
、
15
：
00

終
了
予
定

■
会
場
／
桜
川
市
真
壁
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
真
壁
町ち

ょ
う

山
尾
６
０
４‒

１
）

■
内
容
／
民
謡
、
日
舞
、
舞
踏
、

三
味
線
、
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
、
尺
八

な
ど
の
発
表

■
問
合
先
／
桜
川
市
教
育
委
員
会

文
化
課
文
化
振
興
係
（
☎
０
２
９

６‒

55‒

１
１
１
１
／
内
線
３
２
３

１
）

　

社
会
福
祉
法
人
岩
瀬
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
社
会
福
祉
法
人
真
壁

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会
福
祉

法
人
大
和
村
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

平
成
18
年
４
月
１
日
に
社
会
福
祉

法
人
桜
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

合
併
し
て
解
散
す
る
旨
を
、
各
社

会
福
祉
協
議
会
の
理
事
会
並
び
に

評
議
員
会
に
お
い
て
議
決
し
ま
し

た
の
で
、
こ
の
合
併
に
異
議
の
あ

る
債
権
者
は
、
こ
の
公
告
掲
載
の

日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で

に
そ
の
旨
を
お
申
し
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

平
成
18
年
２
月
１
日

・
茨
城
県
桜
川
市
鍬
田
６
１
２
番

地　

社
会
福
祉
法
人
岩
瀬
町
社

会
福
祉
協
議
会　

会
長　

中
田

裕
・
茨
城
県
桜
川
市
真
壁
町ち

ょ
う

山
尾
６

０
４
番
地
１　

社
会
福
祉
法
人

真
壁
町
社
会
福
祉
協
議
会　

会

長　

平
間
小
四
郎

・
茨
城
県
桜
川
市
羽
田
９
８
９
番

地
１　

社
会
福
祉
法
人
大
和
村

社
会
福
祉
協
議
会　

会
長　

飯

島
輝
信

教
育
ロ
ー
ン
と
利
子
補
給
制
度

の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
度
真
壁
郡
市
医
師
会

准
看
護
学
院
生
募
集

米
・
麦
・
大
豆
生
産
者
へ
の
国

の
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ご
案
内

イ
ベ
ン
ト

真
壁
地
区
芸
能
祭

社
会
福
祉
法
人
合
併
公
告

8さくらがわ　2006.2.1さくらがわ　2006.2.19



健康推進課（岩瀬福祉センター内）/（☎0296-75-2486）

大和庁舎保健福祉課（☎0296-58-5111　代表）
３月の健診等
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 持 参 す る 物

３/ １（水）
B C G
会場は真壁保健センター
になります。

H17.11月生または90
か月未満の未接種者

13：30～14：00 母子健康手帳・予診票

３/ ２（木） 遊びの教室 概ね２歳以上 9：30～11：00

３/１４（火） 三種混合Ⅰ期ー１回目
H17.６月～11月生ま
たは90か月未満の未
接種者

13：30～14：00 母子健康手帳・予診票

３/１７（金）
２歳児歯科健診
会場は岩瀬福祉センター
になります。

H16.２月～３月生 13：00～13：30
母子健康手帳・タオル・コ
ップ・歯ブラシ（子ども用
と仕上げみがき用）

３/２０（月）
お誕生健診
会場は岩瀬福祉センター
になります。

H17.３月生 13：00～13：30 母子健康手帳

■会場：遊びの教室、三種混合Ⅰ期は大和体力増進センター /予防接種、健診の該当者には通知いたします。

健 康 ドイ
ガ

３月の乳幼児健診と教室
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 持 参 す る 物

３/ ２（木） ★楽しい子育て教室 ２～５か月児 10：00～11：00
バスタオル･おねしょマッ
トまたはレジャーシート

３/ ７（火）
3か月児育児相談、
ブック・スタート
B C G

H17.11月生または６
か月未満の未接種者

13：00～13：10

母子健康手帳・出生届時配
布した問診票（３か月児育
児相談：ピンク色の用紙、
BCG予防接種：ブルーの用
紙）

３/ ８（水）

★よちよちランド 1.6歳～４歳児未満 10：00～11：00

ポリオ（追加）
H16.11月1日～H17.3
月31日生または90か
月未満の未接種者

13：30～14：00
母子健康手帳・予診票・体
温計

３/１４（火） ３歳児健診
H14.12月～Ｈ15.１月
生

13：00～13：30
母子健康手帳・通知した内
容のもの

３/１７（金） ★２歳児歯科健診 H16.２月～３月生 13：00～13：30
母子健康手帳・タオル・コ
ップ・歯ブラシ（子ども用
と仕上げみがき用）

３/２０（月） ★お誕生健診 H17.３月生 13：00～13：30 母子健康手帳

３/２２（水）

★キッド・ビクス（開催
場所：岩瀬体育館ラスカ）

２歳～４歳児未満 10：00～11：00

ポリオ（初回）
H17.４月１日～10月
31日生または90か月
未満の未接種者

13：30～14：00
母子健康手帳・予診票・体
温計

■会場：岩瀬福祉センター /★印のついている健診・教室は個別通知はいたしません。
　※３月15日（水）予定のキッド・ビクスは３月22日（水）に変更になりました。

対象：岩瀬地区の方

対象：大和地区の方

休日診療当番医
月 日 医療機関名 住 所 ☎ 受付時間

３/ ５（日） 袖山医院本院 西桜川1-43 7 5 - 2 0 1 9 ９：００

 １７：００

（保険証は

必ず持参）

３/１２（日） 鏑木クリニック 加茂部4-1 7 6 - 3 1 3 1

３/１９（日） 上の原病院 上野原地新田159-2 7 5 - 3 1 2 8

３/２１（火） 友常医院 岩瀬205 7 5 - 2 0 2 3

３/２６（日） 山王病院 岩瀬42 7 5 - 0 6 0 0

※県西総合病院は、全休日・休日当番を行っています。

保健福祉課（真壁保健センター内）/（☎0296-54-1171）
３月の健康づくりカレンダー
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 備 考

３/ １（水） ＢＣＧ H17.10月～11月生 13：30～14：00

３/ ２（木） １歳６か月児健診 H16.７月～８月生 13：10～13：30

３/ ６（月） すくすく広場 9：30～11：30
お母さん、お子さんの仲間
づくり

３/ ８（水） マタニティクラス Lesson３ 9：15～ 要予約

３/１４（火） こころのデイ・ケア 9：30～11：30
要予約/社会参加力をつけ
る活動

３/１５（水）
三種混合Ⅰ期初回ー3回目 H17.６月～７月生 13：30～14：00

三種混合Ⅰ期初回ー1回目 H17.８月～９月生 13：30～14：00

３/１６（木） こころの健康相談 13：00～15：00 要予約

３/１７（金） 三種混合Ⅰ期追加 H16.５月～７月生 13：30～14：00

３/２２（水） 献　血 10：00～15：30 会場：桜川市役所真壁庁舎

３/２３（木） １歳児健診 H17.２月～３月生 13：10～13：30

３/２７（月） すくすく広場 9：30～11：30
お母さん、お子さんの仲間
づくり

■会場：真壁保健センター

対象：真壁地区の方

休日診療当番医
月 日 医 療 機 関 名 住 所 ☎ 受 付 時 間

３/ ５（日） なかはら整形外科 飯塚496-1 2 3 - 9 9 5 5 ９：００

 １５：３０

（保険証は

必ず持参）

３/１２（日） 安達医院 田296 5 5 - 0 0 6 1

３/１９（日） 宮本医院 古城229-1 5 5 - 0 1 0 1

３/２１（火） 大塚医院 亀熊1900 5 5 - 0 5 1 2

３/２６（日） 塚田医院 飯塚97-1 5 5 - 0 5 8 5

３ 月 分

〜

〜
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古
代
の
集
落
跡
を
発
見

　

現
在
、
桜
川
市
の
北
部
で
は
北

関
東
自
動
車
道
の
建
設
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
長お

さ
か
た方

地
区

に
あ
る
岩
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
仮
称
）
建
設
予
定
地
か
ら
、
約

８
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て
栄
え
た

古
代
の
ム
ラ
（
集
落
）
の
あ
と
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
は

土
地
の
小
字
名
を
と
り
、「
辰
海

道
遺
跡
」
と
命
名
さ
れ
、
平
成
12

年
か
ら
15
年
に
か
け
て
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

発
掘
さ
れ
た
竪た

て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ
あ
と

穴
住
居
跡
（
昔
の

家
の
あ
と
）
は
７
０
０
軒
以
上
に

の
ぼ
り
、
出
土
し
た
多
く
の
遺
構

や
遺
物
に
よ
っ
て
こ
の
遺
跡
は
県

内
で
も
有
数
の
大
遺
跡
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

集
落
形
成
は
弥
生
時
代
後
期

　

辰
海
道
遺
跡
か
ら
は
旧
石
器
時

代
や
縄
文
時
代
の
遺
物
も
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
土
地
に
人

が
定
住
し
「
ム
ラ
」
を
築
き
始
め

た
の
は
弥
生
時
代
の
終
わ
り
頃

（
西
暦
で
約
２
０
０
〜
３
０
０
年

頃
）と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

古
墳
時
代
に
な
る
と
ム
ラ
は
拡
大

し
、
繁
栄
し
て
い
き
ま
す
。
中
で

も
古
墳
時
代
前
期
の
中
頃
（
３
５

０
年
頃
）
に
な
る
と
こ
の
地
に
豪ご

う

族ぞ
く
き
ょ
か
ん

居
館
と
呼
ば
れ
る
濠ほ

り

で
方
形
に

囲
ま
れ
た
居
館
（
有
力
者
の
家
）

が
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
居
館
を

囲
む
濠ほ

り

は
最
大
で
上
幅
8
．5
ｍ
、

深
さ
は
2
ｍ
の
巨
大
な
も
の
で
、

当
時
こ
れ
を
掘
る
に
は
大
変
な
時

間
と
労
力
が
か
か
っ
た
と
思
わ

れ
、
こ
こ
を
中
心
に
強
大
な
力
を

持
っ
た
豪
族
が
住
ん
で
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
豪

族
居
館
は
県
内
で
も
数
例
し
か
見

つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
大
変
貴
重
な

遺
構
で
す
。

古
代
に
も
流
通
路
の
要よ

う
し
ょ
う衝

　

な
ぜ
当
時
の
人
々
は
こ
の
地
に

住
む
こ
と
を
決
め
、
そ
の
ム
ラ
が

長
い
時
間
に
渡
っ
て
繁
栄
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
大
き
な
理

由
の
一
つ
と
し
て
桜
川
の
存
在
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
川
は
昔
か
ら
流

通
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
特
に

遺
跡
の
南
を
流
れ
る
桜
川
は
古
代

か
ら
重
要
な
流
通
路
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
そ
の
流
域
に
は
古
代

の
役
所
跡
や
大
き
な
遺
跡
が
数
多

く
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
桜
川

に
加
え
、
遺
跡
の
周
囲
に
は
古
代

の
栃
木
県
庁
で
あ
る
下し

も
つ
け
こ
く
ふ

野
国
府

（
現
栃
木
市
）
へ
通
じ
る
道
や
、

益ま
し
こ子

方
面
へ
通
じ
る
道
な
ど
が
通

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
当
時
の
交

通
の
十
字
路
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
う
し
た
土
地
に
現
在
高
速

道
路
が
造
ら
れ
、
再
び
交
通
の
要

衝
と
な
る
こ
と
は
こ
の
土
地
の
歴

史
の
面
白
さ
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

講
座
「
桜
川
市
の
歴
史
と
文
化
」

を
開
講

　

こ
の
た
び
資
料
館
で
は
、
筑
波

山
麓
に
広
が
る
豊
か
な
歴
史
と
文

化
を
学
ぶ
連
続
講
座
を
開
講
し
ま

す
。
第
１
弾
と
し
て
、
古こ

さ
つ刹

に
保

存
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
仏
教
美
術

を
鑑
賞
し
ま
す
。
地
域
の
文
化
財

に
ふ
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「 

仏
教
美
術
の
鑑
賞

　
　
　

 

〜
祈
り
の
か
た
ち
〜 

」 

後
藤
道
雄
先
生

　
（
茨
城
県
文
化
財
保
護
審
議
員
）

日
時
▼
２
月
22
日
（
水
）13:

30
〜

会
場
▼
妙み

ょ
う
ほ
う
じ

法
寺
（
本
郷
地
区
）

募
集
人
数
▼
25
名
（
申
込
順
）

参
加
費
▼
無
料

申
込
締
切
▼
2
月
17
日
（
金
）

申
込
方
法
▼
歴
史
民
俗
資
料
館
へ

電
話
ま
た
は
℻
で

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

No.4
☎　0296-55-0556
FAX 0296-20-7108

上
空
か
ら
見
た
「
辰た

つ
か
い
ど
う
い
せ
き

海
道
遺
跡
」

辰た

つ

か

い

ど

う

い

せ

き

海
道
遺
跡
〜
桜
川
河
畔
に
８
０
０
年
栄
え
た
ム
ラ
〜

国道50号線　至笠間市
至筑西市

辰海道遺跡

辰海道遺跡

▲

辰海道遺跡

▲
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BOOK INFORMATION

《児童図書》
わたしの家族はいぬのブルース

科学でゲーム

《一般図書》　　　　　　　　
夜は満ちる

あかんべえ

十三の冥府

巨眼の男　西郷隆盛

中国入門

花まんま

影まつり

全日本食えば食える図鑑

【今月のおすすめ図書】

岸川　悦子

ヴィッキィ・コブ

小池　真理子

宮部　みゆき

内田　康夫

津本　　陽

ジョージ秋山

朱川　湊人

阿刀田　高

椎名　　誠

新 刊 図 書 内案

貸出期間　２週間（1人5冊まで）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－58－7117

七人の弁慶
森　　　詠

《児童図書》
だいじょうぶ　だいじょうぶ

サングラスをかけた盲導犬

空のてっぺん銀色の風

しゃっくりがいこつ

もしも日本人がみんな米つぶだったら

《一般図書》
あの夏、風の街に消えた

鬼瀬物語　魔の海に炎たつ

北の人名録

眠れない夜のための短編集

たったひとつのたからもの

【今月のおすすめ図書】

いとう　ひろし

手島　愁介

ひろはた　えりこ

マージェリー･カイラー

山口　タオ

香納　諒一

岡崎　ひでたか

倉本　　聡

藤木　　禀

加藤　浩美

貸出期間　２週間（1人5冊まで）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－75－0344

涙があふれるいのちの言葉
日高　あつ子

《児童図書》
ともだちや

つみきでとんとん

ぶなぶなもりのくまばあば

ガンプ

雑草たちの陣取り合戦

クジラー大海をめぐる巨人を追って

14歳のー F
ファイト

ight

《一般図書》
こんちき（あくじゃれ瓢六）

信長と信玄

瀧夜叉姫（上・下）

健康な家に住みたいな！

悪魔の種子

村上レシピ

お風呂の愉しみ

【今月のおすすめ図書】

内田麟太郎・降矢なな

竹下文子・鈴木まもる

高橋たまき･藤田ひおこ

エヴァ・イボットソン/三辺律子訳

根本　正之

水口　博也

後藤竜二・田中槇子

諸田　玲子

津本　　陽

夢枕　　獏

外内　　裕

内田　康夫

台所でよむ村上春樹の会

前田　京子

貸出期間　本：２週間（1人5冊）/
　　　　　ビデオ：１週間（1人1本）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－55－0159

NHK大河ドラマ原作本「功名が辻」
司馬　遼太郎

真壁中央公民館図書室

岩瀬中央公民館図書室

大和中央公民館図書室
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【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

蒲
の
絮わ

た

飛
ぶ
も
残
る
も
風
ま
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

東
飯
田　

鈴
木
ふ
み
い

　
掌
に
受
け
て
破
魔
矢
の
鈴
の
清す

が
す
が々

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
田　

田
中
は
つ
い

金
光
る
か
ら
た
ち
の
実
の
夕
映
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
久　

皆
川　

和
子

返
り
花
地
下
足
袋
か
る
く
庭
師
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　

大
曽
根　

中
島　

龍
子

孫
か
ら
の
小
荷
物
と
ど
く
小
春
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　

大
国
玉　

代
田　

と
し

暮
早
し
部
屋
に
湯
の
沸
く
リ
ズ
ム
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
木　

鈴
木　

と
み

あ
り
の
ま
ま
生
き
て
新
た
な
年
迎
う

　
　
　
　
　
　
　
　

東
飯
田　

古
橋　

益
子

古
稀
半
ば
歩ほ

合あ

う
石
段
初
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　

東
飯
田　

鈴
木
登
美
子

              

眺
む
れ
ば
夕
映
の
景
冬
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
田　

斉
藤
与
誌
江

椋む
く
ど
り鳥
の
声
も
騒
が
し
庭
の
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
木　

成
田　

あ
さ

い
く
た
び
も
除
夜
の
鐘
き
く
す
こ
や
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

大
国
玉　

安
達　

幸
子

青
空
に
ひ
ら
り
と
舞
ひ
て
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　

大
曽
根　

小
口　

良
枝

夫
と
飲
む
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
冬
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　

大
曽
根　

北
条　

正
子

手ち
ょ
う
な斧

け
づ
り
大
黒
柱
の
そ
ば
処

　
　
　
　

那
須
塩
原
市
塩
原　

田
代
て
い
子

加
波
筑
波
ね
む
る
も
美
し
き
日
の
出
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

東
飯
田　

鈴
木　

綾
子

                

曇
天
や
黙も

く

し
き
っ
た
る
大
枯
野

　
　
　
　
　
　
　
　

大
曽
根　

鈴
木　

つ
ぎ

【
岩
瀬
年
の
花
俳
句
会
】

野
地
蔵
の
膝
を
温
め
る
落
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

ま
さ

愚
痴
言
わ
ぬ
姑
を
通
す
石
蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

す
い

新
雪
の
霊
峰
望
む
伊
豆
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
関
し
づ
子

寒
月
に
母
の
一
生
重
ね
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
ア
ヤ
子

　
冬
紅
葉
観
音
堂
を
囲
み
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野　

吉
江

夫
帰
る
先
に
凩
か
け
上
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
瀬　

ち
い

凩
が
集
め
持
ち
去
る
木
の
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井　

冬
扇

白
壁
の
寺
を
背

そ
び
ら

に
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田
紀
三
子

那
須
ヶ
岳
初
雪
被
り
い
で
湯
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
か
つ
子

メ
モ
帳
の
一
部
変
更
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
堀　

み
き

【
や
ま
と
短
歌
会
】

そ
こ
は
か
と
筑
波
み
か
ん
の
匂
う
里
十
三
夜

の
月
蒼
光
放
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
倉
盛
一
郎

青
空
に
開
庁
式
の
花
火
見
ゆ
轟
く
音
に
心
は

づ
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原
す
み
子

お
も
む
ろ
に
掌
に
唾
を
つ
け
釘
を
打
つ
大
工

の
眼
差
し
深
深
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

龍
子

「
こ
れ
ほ
し
い
」
夫
に
ね
だ
っ
た
イ
ヤ
リ
ン

グ
ダ
イ
ヤ
で
な
い
け
ど
私
の
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
代
子

捨
て
ら
れ
し
青
き
ト
マ
ト
が
秋
の
陽
の
温
み

に
紅
き
色
を
醸
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

と
み

澄
み
わ
た
る
秋
空
に
映
ゆ
る
通あ

け
び草

の
実
枝
も

た
わ
わ
に
色
づ
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
条　

正
子

藍
よ
り
も
色
こ
く
染
め
た
き
我
が
思
い
染
め

て
も
染
ま
ら
ぬ
七
十
路
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
川　

米
子

ス
ク
リ
ー
ン
の
輝
く
異
国
に
触
れ
し
日
の
ジ

ェ
ー
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
の
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　

和
子

                      

草
原
に
佇
む
白
馬
の
走
り
出
し
キ
ャ
ン
バ
ス

の
な
か
蒼
き
風
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

快
子

満
月
は
街
の
あ
か
り
の
眩
し
さ
に
ス
ス
キ
の

里
を
探
し
倦
ね
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
谷　

明
子

筑
波
青
く
真
綿
の
よ
う
な
雲
な
が
れ
静
か
な

田
園
住
ま
え
ば
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
堀
八
重
子

　
青
き
空
加
波
の
ふ
も
と
の
わ
が
母
校
桜
川
市

立
と
名
称
変
わ
る

ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

　
　

二に
の
み
や
そ
ん
と
く

宮
尊
徳
と
青
木
集
落

　

大
和
の
青
木
地
区
に
は
、
二
宮
様
と
言

わ
れ
る
鳥
居
と
尊
徳
を
た
た
え
た
碑ひ

ぶ
ん文

が

建
っ
て
い
る
。

　

小
田
原
藩
の
農
民
で
あ
っ
た
二に

の
み
や
き
ん
じ

宮
金
二

郎ろ
う

は
、
若
く
し
て
奉
公
し
た
小
田
原
藩
の

破
産
状
態
の
家
計
を
再
建
し
た
縁
で
藩
主

大お
お
く
ぼ
た
だ
ざ
ね

久
保
忠
真
に
見
出
さ
れ
、
現
在
の
二
宮

町
（
当
時
の
物も

の
べ部

村
）
の
旗
本
領
地
で
あ

っ
た
宇う

つ津
氏
の
桜
町
陣
屋
の
再
建
を
文
政

四
年
に
命
じ
ら
れ
た
。

　

幕
府
の
領
地
で
あ
っ
た
青
木
村
は
、
元

禄
期
に
は
百
三
十
戸
も
あ
っ
た
の
が
天
保

期
に
は
四
十
戸
足
ら
ず
と
な
り
、
田
畑
は

荒
地
と
な
り
村
民
も
働
く
意
欲
を
な
く
し

て
い
た
。
天
保
二
年
、
二
宮
金
二
郎
の
高

名
を
聞
い
た
青
木
村
名
主
館た

て
の
か
ん
い
え
も
ん

野
勘
右
衛
門

外
三
十
七
名
の
連
書
で
桜
町
陣
屋
に
行
き

村
再
興
を
歎
願
し
た
の
だ
っ
た
。

　

金
二
郎
は
、
青
木
村
に
き
て
先
づ
村
民

に
茅
を
刈
ら
せ
買
い
取
り
社
寺
を
始
め
と

し
て
住
家
の
屋
根
の
雨
も
り
を
直
さ
せ
て

田
畑
の
開
墾
に
当
た
ら
せ
た
。
川か

わ
ぞ
え副
氏
に

な
っ
て
か
ら
破
損
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
青

木
堰
を
再
建
、
尊
徳
仕
法
と
し
て
七
カ
年

も
の
間
指
導
に
当
り
村
再
建
、
現
在
も
尊

徳
流
の
桜
川
の
堰
作
り
と
共
に
二
宮
金
二

郎
の
偉
大
さ
が
語
り
つ
が
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

上
城
地
区　

古こ
や
ま山　

孝
た
か
し

桜
川
文
芸

俳　

句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
崎
よ
し
の

紫
蘇
実
り
し
き
り
に
恋
し
き
亡は

は姑
の
指
節
く

れ
の
手
は
左
利
き
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ミ
ツ
エ

　

広
報
大
和
八
月
号
（
２
０
０
５
年
）
の
短

歌
作
品
の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤　

武
骨
な
る
祖
父
の
集
め
し
芋
の
露
星
へ

　
　

の
願
い
書
き
し
幼
日　
　

鈴
木　

と
み

正　

軒
を
打
つ
強
き
雨
音
き
き
な
が
ら
悲
喜

　
　

左
右
す
る
分
水
嶺
思
ふ　

鈴
木　

と
み

 

【
岩
瀬
短
歌
会
】

あ
れ
こ
れ
と
服
を
並
べ
て
眺
め
を
り

東
京
見
物
ど
れ
着
て
行
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田
紀
三
子

バ
リ
バ
リ
と
菊
の
御
紋
の
せ
ん
べ
い
を

食
ぶ
る
は
昔
罪
人
な
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
沢
日
出
子

こ
の
辺
に
確
か
に
咲
き
し
よ
野
紺
菊

か
れ
ん
な
紫
庭
隅
に
さ
が
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
賀　
　

澄

　
知
ら
ぬ
間
に
咲
き
て
散
り
ゆ
く
茶
の
花
の

如
く
に
秋
も
ひ
そ
や
か
に
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

む
ら

暮
れ
な
づ
む
刈
田
に
落
穂
拾
ひ
つ
つ

わ
れ
は
ミ
レ
ー
の
ヒ
ロ
イ
ン
気
取
り

                        　
　
　
　
　

大
関
に
ち
子

晩
鐘
の
余
韻
と
ほ
く
に
麦
を
播
く

ま
た
休
耕
と
な
り
し
峡
田
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
き
し
の

子
ど
も
ら
は
鋭
き
眼
培
ひ
て

夫
と
吾
れ
の
背
を
視
つ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野　

禮
子

祭
り
帯
少
し
胸
高
に
締
め
や
れ
ば

鏡
の
中
に
笑
み
返
す
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
女
静
江

夫
と
歩
く
榛
名
の
山
路
に
か
ら
松
の

落
葉
キ
ラ
キ
ラ
金
の
雨
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
な
子

褪
せ
て
ゆ
く
花
野
に
た
ち
て
仮
初
の

果
敢
な
き
愛
を
残
照
に
捨
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原　

宇
内

廃
屋
に
色
褪
せ
こ
ぼ
る
る
弐
部
の
実
拾
い

彼
の
日
の
人
を
偲
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
富
美
江

ま
ば
た
き
も
せ
ず
に
見
つ
め
る
孫
の
目
に

目
尻
の
垂
れ
し
婆
ば
が
映
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
野
和　

操

分
か
ち
呑
み
し
ジ
ン
フ
ィ
ズ
甘
く
ま
ろ
や
か

に
社
会
主
義
は
琥
珀
に
透
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
瑳
子

沈
ま
ん
と
す
る
太
陽
が
燃
え
な
が
ら

流
る
る
雲
を
真
紅
に
染
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

な
か

お
だ
や
あ
か
に
秋
の
日
差
し
の
さ
す
と
こ
ろ

蜻
蛉
う
ご
か
ず
葉
鶏
頭
燃
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
美
津
子

老
人
の
憩
の
い
で
湯
奥
那
須
の

湯
け
む
り
に
降
る
霜
月
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
山　
　

孝

姉
好
む
お
多
福
豆
の
煮
上
ぐ
れ
ば

許
多
も
持
ち
て
月
の
道
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
泉　

安
達
す
み
子

風
の
音
森
の
囁
き
山
の
宿

七な

な

そ

じ

十
路
迎
へ
て
友
と
の
一
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬　

長
谷
川
玲
子

富
山
湾
に
億
と
ふ
海く

ら
げ月

押
し
寄
せ
て

漁
師
ら
は
嘆
き
の
網
を
干
し
上
ぐ
（
テ
レ
ビ

放
映
よ
り
）　
　
　
　

木
植　

大
関　

節
子

師
の
門か

ど

に
佇
て
ば
好
み
し
紅
梅
の

咲
き
初
め
ん
か
な
春
忍
び
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
泉　

石
川　

喜
代

短　

歌
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２
月
で
す
。
真
壁
に
ひ
な
ま
つ
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
は
「
寒
い
中
、
真
壁
に
訪
れ
た
方
を
も
て
な
そ

う
。」
と
住
民
の
皆
さ
ん
が
始
め
た
お
祭
り
で
、
今
年
で
４
回
目
と
な

り
ま
す
。
昨
年
は
、約
１
２
０
軒
の
民
家
や
商
家
に
お
雛
様
が
飾
ら
れ
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
見
学
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
立
春
の
日
（
２
／
４
）
か
ら
桃
の
節
句
（
３
／
３
）
ま
で

の
一
ヶ
月
間
、
出
会
い
と
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
、
真
壁
の
ひ
な

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
真
壁
に
足
を
運
ん
で
一
足
早
い
春
の
風
を
感
じ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
、
よ
り
良
い
ひ
な
ま
つ
り
を
開
催
す
る
た
め
に
、
案
内
な
ど

を
主
に
し
た
ひ
な
ま
つ
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
経
済
部
商
工
観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

経
済
部
商
工
観
光
課
（
☎
０
２
９
６ｰ

５
５ｰ

１
１
１
１
代
表
）

この広報紙は環境保護のために古
紙配合率100％の再生紙と植物性
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【表紙】希望を胸に705人が
二十歳の門出

古
ふるはし

橋　昇
しょうほ

帆ちゃん （２歳１ｶ月）
  平成15年12月４日生

【お父さん】　弘明さん　【お母さん】　智春さん

【お住まい】　真壁町
ちょう

上小幡地区

──────── ♥ご両親から♥ ────────                      

　わが家のわんぱく長男坊。今まで大きなケガや病
気もせず、すくすく育ってくれました。これからも、
夢をもって大きく強い人になってくださいね。お父
さんとお母さんはいつも応援しています。

海
え び さ わ

老澤　佑
ゆ う ま

真ちゃん （５歳７ｶ月）
　平成12年６月21日生

海
え び さ わ

老澤　広
ひ ろ と

翔ちゃん （７ｶ月）
　平成17年６月21日生

【お父さん】　功さん　【お母さん】　裕美さん
【お住まい】　大国玉地区

──────── ♥ご両親から♥ ────────                      

　弟思いの佑真、お兄ちゃんが大好きな広翔。２人
仲良く元気にすくすくと、育ってほしいと願ってい
ます。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課（
☎
０
２
９
６　

　

-

58-

５
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

わが家の笑顔

ひ
な
ま
つ
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

和
を
大
切
に
真
壁
の
古
き
よ
き

　
　

街
並
み
の
中
に
お
雛
様
を
飾
り
ま
す

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り

　

和
の
風
第
四
章　

二
月
四
日
〜
三
月
三
日

　1月8日（日）、大和ふれあいセ
ンター（シトラス）において成人
式典が行われ、中田市長や市の
関係者が新成人の門出を祝いま
した。桜川市になってはじめて
行われたという意味で、記念す
べき新成人は男355人、女350
人の計705人でした。


